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四
國
借
款
國
に
よ
I

漢

•
川

簾

道

雾

の

概
1

4
記
の
如
く
で
I

。
然
ら
.ば
、
米
國
が
斯
か
る
借
款
にS

む
た
め
に
執

プ
Q

,i
の
奖
务
の
;*
ィ
:^
'^
掘
:0
並
、儿

着

抗
^
て
支
則
の
他
政
改
举
を
援
助
す
るA
い
ふ
點
に
ぁ
つ
た
と
い
ふ
事
は
既
に
記
し

 

炎
如
べ
$

る
。
姆

の

國

麓

官

ノ

ッV

ス(
K
g
x
)
：

も
亦
.次
^
^
^

入
を
I
保

と

す

る

ま

ふ

事

實

は;̂
衆
_
當

れ

に

參

加

し

、
以
て
我
が
政
府
が
利奪

®

者
の 
一
•と
し
て
、.他
.
2ー
 
園
の
.何
れ
と
も 

平
等
に
、
支
那
I

國
的
收
入
を
檐
保
妄
るI

よ
り
生
ず
る一
切

の

問
題
に
於
て
勢
力
を
及 

時
,
に
？
緊
急
に
L
て
望
ま
し
き
財
政
改
革
丨■

廢
3
 
■
税

轉

屢

蛋

般

-

-

•
 

'
^
n ,
 

一.
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’

ッ
ク
ス
，に
よ
れ
ば
、
断
か
る
米
國

の
_

度
.

病

戶
f

 

•

，

均
等
の
原
則
の
實
際
的
適
I

他
.

I

ぬ
も
の
2

つ
た
o

,

蕾

彼

は

次
I

 

く

灣

：て
居
る
。「

支
那 

老
く
は
S

蓄

に

於

V

各
個
人
が
門
戸
開
放
及
び
馨
禅
等
政
■

實
際
的
作
用
を
破
壞
し
得
る
と
f

し
め
る
が
如
き
狀
態
に
就
. 

て

我

た

遺

' #
_

つ
て
居
る
。
：若
し
も
米
國
の
平
等
な
參
加
囊
オ
る
他
國
銀
行
属
の
.

反
對
が
甚
■

固
^

^

て
支
那
及
び
彼
勢
自
身
の
政
府

Q

希
望
を
も
陳
躪
す
る
が
如
き
場
合
に
は
、
支

那

鐘

ん

で

、
豪

の

最

高

の

'利
益
を
尊
奪
ん
と
す 

る
も
の
&

に
其
め
.取
3
を
_

.
し
、
以
七
事
件
.を
決
定
す
る
の
權
利
を
行
使
す
可
き
時
期
に
到
達
し
て
居
る
の
で

あ
る」

と
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£学
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米
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資
本
割
込
の
本
來
の
意
圖
が
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そ
の
前
ハ
平

(

广
九
〇
九
年
.

〕

產

省

_
道
の
國
際
管
理
2

.;を
主
張
し
た
と

 

同
樹
の
^1
潘
に
立
胸
汁
る
も
の
で
ぁ
っ
た̂
如
ふ
第
梂
頗
石
明
&
で
ぁ
^

「

塞
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，省
に
於
け̂

他
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强
國
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進
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の
特
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つ
炎
士
洞
様
に
、i揚
子
、江
流
域
に
於
て
は
、.、其
他
の
强
國
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商
業
的
野
心
が
米
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を
排
除
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し
て
思
た
。
故
に
來
阈
は
、
佛

•英

•露
の
諸
國
段
'(
0
そ
れ
と
平
等
な
る
貿
篇
上
の
機
會
を
自
國
民
に
保
證
せ
ん
が
た
め
に
、
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海
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令
”同一

磡
術
に
訴
へ
た
の
で
ぁ3

'
そ

編

術

泌

は

即
4
猶
逭
此
關
す
ゐ
國
際
的«
定
宏
っ
た
タ
而
し
て
^

け
る
ノ
ッ
ク
ス
の■

樣
が
ロ
*
.露
：;0
反
對
に
ょ
-.
0
.て
_

_
ら
れ
ま
に
反
.し
'
^

密

ヵ

ほ

づ

て

ポ
_

'L
た
。」cco 「

斯
べ
て
そ
の
1
銃
钠
な
请
支
政
澧
上
の
原
則
た
る
っ
門
旧
開
卷
主
義
を
’
强

_

合̂
忆
^
つ
て
紙
满
七
發
股
せ.し
め
*

す̂
る
^
國

,^
_

義

:0
一
 
度
び
滿
洲
に

'
 

對
す
ゐ
政
策
に
於
.て
挫
折
し
た

1
後
、
今
や
そ
の
領
域
を
南
方
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轉
じ
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具
體
的
表
形
を
と
り
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作
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し
來

Q

た

0
で
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•：

而
も
人
，々

は
又
一
舣
に
、
支
那
大
陸
に
對
す
る
歐
米
資
本
主
綠
諸
國

(D
,經
濟
的
侵
■
が
•
直
齋
金
融
的
勢
カ
と
の
結
合
に
ょ
っ
て
行‘
 

は
れ
る
に
至
っ
た
と
い
ふ
事
實
を
、
今
國
際
借
款
團
の
成
立
の
中
に
具
體
的
に
指
乐

せ
ら
れ
る
.こ
と
.に
ょ
っ
て
、
世
报
大
戰
に
先
だ
っ 

其
等
の
期
間
に
於
て
、.

誓

齡

：

i

民

地

的

齧

が

如

何

湯

度

蒙

、
_

的

な

2

を

如

實

に

帶

っ

た

か

と

い

ふ

こ
.

4
の
最
も
；適
切
な
る
證
朋
を
見w

.b
得
る
で
あ
ら
ぅ
o是
等
の
活
動
に
於
け
る
各
國
の
金
融
圑
と
夫
々
の
政
府
と
の
關
1

に
就
て
の「

磺 

底
的
考
察
し
は
‘

に
フ
ィ
丨
ル
ド
の
指
摘
し
て
居
る
や
ぅ
に
ハ
ぅ
歐
羅
歸
政
府
が
鈹
等
の
國
民
の
植
民
地
的
又
は
帝
國
主
義
的
質
易 

A

^

f
 

f
し
む
石
;^
た
め
に
用
ひ
た
方
法
に
關
し
て
の
問
題
を
包
含
し
て
居
今
：
：
少
べ
^
も
支
那
に
關
し
て
會
へ
ば
、
歐
羅
巴
政 

府
及
び
归
オ
の
慮®
は
、
茲
數
―
間
そ
の
大
部
分
は
僻
定
の
銀
行
及
商
業
的
機
關
に
よ

Q

て
遂
行
さ
れ
來
り
た
こ
と
.を
充
分
に
指
摘
し 

得

;^
ト
仞
べ
湘
露
^
敍

行

は：

東
1ー.一
省
.に
於
妙
る
露
西
通
侵
略
の
主
務
機
關
と
し
て

I

八
九
五
^
に
：創
設
せ
ら
れ
たO
'M
農
銀
行
、

m

现

行

。：

印

讀

编

奪

、
灌

.
■

讀

行

為

著

に

'.
'

'

夫
々
英
國
、
獨
逸
、佛
蘭
西
及
び
日
本
裝

ボ
前
缺
_

1
金
^
的
序
段
と
な
る
_
至
つ
：た
。
他
の
强
國
が
支
那
に
於
い'て
其
の
■目
的
を
促
進
せ
ん
が
た
め.の
斯

か

る

方

法

^

、

現
世 

■紀
尤
龙
咐
る
省
土
的
侵
略
よ
り
經
濟
的
侵
略
へ
の
方
向
轉
換
'に
：照
應
：し

て

居

る
0」

此
事
愦
.は
又
米
國
に
於
て
名
同
樣
で
あ
つ.た
。
.フ
ィ 

1
ル
ド
は
米
,
忆
於
け
る
皱
府
と
金
融
嗜
本
家
と
の.關
係
斿
之
せ
興
^
り

.̂
借
歲
個
は
觀
的
利
溢
忆
從
つ
て
結̂

よ
^
は
、
寧

:^
政

遺

刺

戟

め

下

忙

嫌

た

念

ヤ

あ

鐵:^
は
_
然

变

滴

業

的

機

跳

で

：
■
;
て
：政
府
め
政
治
外
涴
に
就'て
.何
等
：の
 

關
係
を
も
有
ル
な
.含

た

と

5
ふ

セ

と

を

强

辯

霧

と

し
.で
 ̂

8
併
：し
そ
社
徒
ら
德
自
國
の
帝
國
、義

的

赛

策

を

粉

飾
'せ
ん
と
：
 

す
贫
嘬
化
_
劣
な
.通
策

の

ー

例

丧

；
尤|
|ガ

ま

:%
名

あ

つ

て

、
彼

が

働

调

篇

ぜ

論

じ

炎

る

讀

こ

そ

又

直

ち

に

舊

の

政

策

を

 

最
も
よ
ペ
說
明
す
^

霉̂

#
つ
，光
と
言
：愛

く

て

は

な

ら

ぬ

。
筆
者
が
嘗
て
滿
■

に
對
ず
る
米
國
の
政
策
に
關

 

•1

般
に「

罗
タ
交」

.
9
-̂:
5
:，
て
呼
波
れ
..
ぼ
■
る
響
の
、
，：政
治
的
權
力
と
結̂

^

馨

勢

功

.v
>
两
動
は
：、

「

：
; 1
1十

弛

浩

於

:^
る
@
汰
な
ア
^
リ
^
帝
國
主
義
を
簸
冬
^

f 

「

國

際

借

款

顧

；ち
米
國
へ
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:
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六
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六

念

(

六
ー
ー
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齊
：々J

取
：_
吩
ジ
\
ぁ
名
時
期
.に
於
て
. »
亦
國
は
そ
の
極
凍
政
策
：に
炎.て
も
亦
他
め
'植
岚
地
領
球
に
對
す
る4
同
檬
に
、
前
述
の
如
き 

■
米

-^
降

:^
.^
:;
<
?
:
金

剐

的

投

資

勢

カ

'<
?
:(0
沿
0
極

め

，て

密

接

な

る

結

合

を

樹

立

す

る

に

至

，っ

た

の

で

あ

る

0

.

.

r
 

^

 

O

F
 

,

./
'

.
 

■

_

鐵
傷
刺
權
ヘ
の
割
込
み
と
？
其
の
結
报
た
る
園
借
觉
團
に
於
け
る

S

t
败
策
は
、
'決
し
.て
奮

な

f

の
で
は
な 

<
忒
、：：崩
に
對
滿
洲
淑
策
艽
於
て
：樹
泣
さ
れ
た
る「

書
形
態」

..の.
戶̂
開
放
源
則
の
”
い
f

な
る
一
.適
用
で
あ
.り
> 
こ
；化 

繼
續
祀
過
ぎ
な
.か

.0
た
.め
で
あ
る
0
換

言

せ

ば

滿

洲

に

於

て

日

露

兩

國

の

頑

强

な

名

抵

抗

に

遒

遇

し

て

敗

退

せ

る

米

國

資

本

の

§?
し
き 

極

來

政

雜

礙:*
拔

子
^:
流
域
に
於
て
は
"ノ
英
.
*
.響
ー
'福
間
の
對
犮
抗
^
め
間
隙
に
乘
じ
.て
、
巧
み 

.
に̂
诚
^

た̂
^
の
发
1
1
1
0
'
て
{
-«
ぃ
0
,:«
し
乍
ら
來
國
の
^
那
に
對
す
名
主
た
る
直
«

な
M

て
*
■
火
布
し
た
0「

さ
れ
ば
四
國
借
款
團
队
結
成
に
於
け
る
米
國
の
_

沽
動
が
.”
他
の
ロ
ー
國
と
の
連
衡
に
ょ
:0
て
北
方
に
於
け
る
ロ

 

老

勢

ヵ

を
_

_

せ
ん
と
す
名
' »
- 1
1

を
:#

分
に
鳴
ん
で
居
っ
た
と
ぃ
ふ
藤
は
至
極
明
瞭
で
あ
：る
0

此
蕻
實
は
後
述
す
^

^

借
款
圈
の
爾
後
の
活
動
に
於
て
如
實
に
現
は
れ
る
墨
つ
た
o
. 

ノ

.

偷
此
場
合
、
\何
故

產

は

羅

的

I

極
■

蕾

出

1
ず

し

て

爵

1

1
途
$

衾

か

|

題

赢

§

倉

ぅ

。
併
し

J
c

i
i

l
s

の
常
澍
に
就
て
は

.

既
に
先
に
^
表
し
た

I

一
 

っ
の^

#

C

U

に
於
て
指
摘
し
て
あ
名
か
ら
兹
で
は
省
略
し
た
ぃ

0

極
來
>̂
领
缺
に 

遲
れ
て
登
場
し
從
っ

.

て
碰
固
た
る
政
治
的
經
濟
的
地
盤
を
有
し

•

な
か
っ
た‘米
國
資
本
：、
干
；
義

に

專

I：

戶
開
放
の.

原
則
を
履
的 

協
袭
手
段
に
ょ
っ
て
貫
徹
：せ
ん
と
す
る
こ
：と
が
、
第
ニ
十
世
紀
の
其
の
期
間
杧
於
け
る
必
然
的
徑
路
で
あ

.0

た0

.米
國
の
金
融
資
本

!

I

勢
ブ
は一

辱

に

あ

つ

て

は

、
朱
だ
單
獨
の
力
を
以
て
極
來
に
對
す
る
8

的
政
策
を
遂
行
'し
得
る
程
度
に
强
大
.で
は
な

か

つ

た

か

ら

で
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門

戶

靈
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貝

本

醫

一

十

七

卷

第

ニ

號

)

及
び
.
.滿
洲
に
於
け
る

「

翁

交」
の
發
端' 

t

o

.
'
.
四

し
 

.
、
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四
國
借
款
團
に
ょ
る
#

漢
鐵
道
利
權
の
；獲
得
が
、
米
國
資
本
の
滿
洲
に
對
す
る
_

心
を
奪
ひ
去
る
I

が
出
來
な
か
つ
た
許
り
で
な 

く
そ
れ
と
は
反
#

^

米
國
が
此
當
款
團

Q

力
を
藉
り
て
、g

び
進H

Q

機
會
を
摘
ま
ん
と
す
る
墨
つ
た
こ
と
は
充
分
注
回
に
値 

す
る
。
そ

れ

は
_

傾
款
の
調
印
に
先
立
つ
こ
と
ニ
週
間
.

-

即
ち
一
九

j

〇
本
十
月
ニ
十
七
日
に
モ
ル
ガ
ン
商
會
を
先
頭
と
す
る
米 

國
財
F

が

^

降
政
沪
と
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右
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右
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れ
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す
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る
9
併
し
乍
ら
淸
朝
の
事
制
政 

治

を

倒

壌

せ

，し

め

た

支

那

苹

命

は

、

そ

の

民

主

：々

義

的

綱

領

を

賞

徹

ず
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.こ
■'と

な

ぐ

し

て

再

び

反

動

的

な

封

建

的

官

僚

支

配

の

下

に

抑 

M
せ
^

^
今

V換
言
す
れ
ば
淸
朝
の
崩
壞
を
犧
牲.と
：し
：、
南

京

臨

時

政

府

と

結

合

す

：る
こ

.と
圮
ょ
つ
て
民
國|0
代
の
大
總
鳏
の
倚
子
を 

,克
ち
得
た
袁
-#
»
は
、
帝
國
主
義
列
强
の
金
融
資
本
勢
力
の
支
持
の
下
に
、
革
命
的
勢
力

.を
掃
蕩
じ
て
7

0
た
の
で
あ
る
。
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,
:に
於
け
ー
る
財
政
的
窮
乏
が
、
歐
米
諸
國
：の
金
融
資
本
勢
力
に
乗
^

^
き
機
#
を
與
ぺ
た
と
い
ふ
事
は
旣
に
觀
察..し
來
つ
た
所
で
あ
る
が
、 

今
や
革
命
政
府
呔
淸
朝
疲
弊
の
後
を
繼
承
し
、
.■而
も
事
變
以
來
各
省
か
ら
の
歲
人
は
全
く
杜
絕
し
た
る
た
め
國
庫
は
愈
々
空
乏
を
吿
ぐ 

:る
に
茧
0
炱
。_
.而
?>
'
.他
方
|

^
费
軍
事
费
其
他
0:
支
出
ぬ
し
て
急
5:
:要
ず
‘る
10

頗
る
多
額
に
上
り
、
財
政
の
窮
狀
は
極
度
に
達
す
る 

と
い
ふ
舭
態
セ
あ
O'
だ
。
：
さ
.れ
ば
新
政
府
は
此
の
焦
肩
の
救
を
凌
ぐ
た
め
ゼ
樹
党
皁
々
四
國
借
款
團
に
對
し
、
先
き
の
.幣
制
改
革
借
款 

「

を
改
；&
し
て
更
め
.て
ニ
大
借
款
に
臌
ぜ
ん
事
を
申
込
ん
だ
の'で
あ
る
0「

_

こ
れ
|:
.傲
款
圓
の
«
か
ら
：ー
胃
へ
ば
、

革

命

後

.に
於
け
る
吏
那
新
政
脱
の
勢
力
は
遨
だ
不
安
定
.で
あ
.、る
た
め
、
其
の
投
資
矹
益
の
保
證 

に
就
.て
多
大
の
不
安
1を
'感
匕
て
居
つ
た
事
は
事
實.で
あ
る
と
.は
言
ひ
ヤ
ら
、
庇
場
合
何
れ
か
の
一
一
國
が

M

額
の
.借

款

を

引

受

け

る

こ

と 

，に
ょ
つ
て
支
那
の
財
政
經
濟
上
に
獨
占
的
支
配
權
を
得
る
こ
と
に
對
し
て
は
、
借
款
園
成
立
の
趣
旨
か
ら
言
つ
て
も
、
殊
に
米
國
の
利 

害
か
ら
言
へ
ば
、.極
力
之
を
阻
止
し
舉
制
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ0た
。
特
に
此
の
革
命
の
時
期
に
際
し
：て
對
.支
投
資
洁
動
に
於
け
る

對
立
と
.抗
郇
と
'は
、
支
那
に
於
け
る
反
帝
國
生_
的
革
命
運
動
の
發
展
に
有
利
な
客
觀
的
條
件
を
据
供
す
る
1€
過
ぎ

ぬ

，も

の

で

あ

る

こ

と
を
知
つ
て
、
是
等
の
諸
國.は
共
同
的
利
害
に
莶
く
國
際
的
協
定
の
'•方
法
を
繼
續
す
る
の
必
要
を
更
に
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_し
つ
、
あ
つ
た
の
で

あ
る
。
然
ら
ば
是
等
の
情
況
の
下
に
於
て
借
款
團
の
.要
求
す
る
所
の
も.の
は
如
何
な
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
か
。
、
そ
れ
は

言
ふ
迄
も
な
く
支
那
政
局
の
不
安
定
を
ロ
實
と
し
て
、
借
款
に
對
す
る
ょ
り
高
率
の
，利
潤
の
保
證
，と
、
借
款
.に
對
す
る
檐
保
を
確
保
す

.、
、

る
た
め
に
支
那
の
財
政
に
對
す
る
ょ
り
立
入
つ
た
干
渉
と
管
理
と
を
耍
求
す
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
つ
た
？
然
る
に
支
那
政
府
が
借
款
團 

の
此
種
の
要
求
を
受
諸
す
る
事
に
多
大
の
難
關
が
あ
つ
た
が
た
め
に
、
新
借
款
は
容
易
に
締
結
の
運
び
に
至
ら
な
か
づ
た
の
で
あ
る
。

四
國
借
款
團
と
の
交
渉
が
斯
く
て
遷
延
し
，つ
、
あ
つ
た
時
期
を
通
じ
て
、
支
那
政
府
は
ニ
囘
に
亘
つ
て
單
獨
借
款
の
締
結
を
八

-l
k
て
、 

居
る
。

一
は
白
耳
義
シ
ン
ヂ
ヶ
ー
ト
借
款
で
あ
り
、
他
は
ク
リ
ス
プ
借
款
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の

.で
あ
つ
た
。
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と
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る
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怫
資
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が
、
其
他
に
猶
四
國
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款
圈
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入
せ
ざ
る
若
干
の
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本
家
を
含
む
も
の
で
あ
つ
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ニ
年
三
月
十
四
日
時
の
國
務
總
理
康
紹
儀
は
、
白
耳
義
シ

V

チ
ケ
ー
ト
と
の
間
に
次
の
如
き
要
項
を
含
む
單
獨
借
款
契
約
を
締
結
し
た
。
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印
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：日
ょ
り
起
箅
し
て

1
简
年
と
し
市
傻
を
以
：て
質.人
償
却
す
、
..低
し
支
那
政
府
の
都
合
に
ょ
り
期
限
前
と
雖
も
一
簡
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:
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六
：
特
殊
條
件
.支
那
政
府
が
將
來
外
俊
を
策
集
す
る
に
際
し
條
件
同1

_な
水
试
向
國
ゾ
ン
*チ
ヶ
ー
ト
は
引
受
：の
遽
先
權
を
有
す

0

::

而

：し.て
.
シ

ン

チ

ヶ
ー
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，
は
借
款
總
額
ー
千
萬
镑
の
內
百
萬
癒
を
即
時
交
付
し
、
.
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四
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支
那
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一
を
支
與
し
、
沮
っ
支
那
が
健
全
念
論■
に
復
歸
す
る
こ
と
を
援
助
せ
ん
が
炎
め
に
、
'支
那
猿
の
如
何
彥
公
募
も
不
可
能
で
ぁ
る 

*
期
に
當
.つ
て
、

北
京
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俯
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與

：へ
；
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居
稹
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0

そ
れ
，は
支
那
行
政
上
の
能
率
の
向
上
を
保
證
す
る
こ
と
な
く
し 

•

て
典
の
资
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を
增
加
せ
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办
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つ
茭
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の
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徽
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ず
1,
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憤
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む
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支
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白
耳
義
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獨

借
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上
述
：盆
き
難
關
に
遭
遇
し
た
茬 

つ
た
.に
も
拘
I

、
支
那
政
府
.±!
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に
，■
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ま
借
款
園
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.
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.等
の
銀
行
業
者
の
組
織
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
七
月
十
二
日

北
京 

忆
於
て
^
財
政
總
長
と
ジ
ャ
ー
ク
ソ
ン
ふ
ン
デ
ヶ
ー
ト
代
著
ネ
の
間
に
假
奮
が
顏

會
.社
^
支
别
公
濟
と
の
間
に
次
の
如
き
內
容
を
有
す
る
本
契
豹
^
調
印
が
行
は
れ
た
。
此
の
シ
シ
デ
ケ
ー
ト
は
屢
々
.ク
リ
ス
プ
•
シ
ン 

デ
ナ
1
ト
と
呼
ば
れ
、
此
借
款
は
ク
リ.ス
ブ
^
款
と
.呼
ば
れ
る
0
-

:
 

'

'

'

ク
リ
ス
ブ
纂
要
目
：：1
い

.. 

.1

、
借

款

總

額

.1

千

蓠

磅

.

.
，中

三

百

醬

は

康

 

ニ
百
慕
は
词
ニ
年
二
月
迄
に
、
五
亩
奮
は
同
年
九
月
迄
：に
_

す
。 

.

ニ
、
政
府
手
取
金
額
面
の
八
十
九̂

,

:

:

'

三
、
利
率
五
分

，
四
、
償
還
期
限
四
十
箇
年
、
十
個
年
据
置
"
第
十I

年
目
ょ
り
三
十
個
年
賦
、

..

:

芄
、
擔
保
鹽
税
歲
入
ょ
り
他
の
外
債
の
擔
保
た
る
1
.ー
千
四
百
萬
兩
を
控
除
し
た
る
殘
額、

.

:'
:

六
、

特

殊

條

件

本

公

債

の

，全

^

償
還
.を
終
ら
ざ
る
以
前
.に
於
て
、
本
契
約
ょ
り
も
菊
利
の
條
件
を
以
て
他
ょ
り
外
愤
を
受
く
る
を
卨
ず
。
穿
し

.

.

.

:

外
暮
集
の
必
要
を
生
じ
た
る
場
合
に
は
、
本
シ
ン
？

丨
ト
は
他
と
同
：一
遂
件
に
ょ
り
置
の
優
先
權
を
有
す
？

.

.

.

(

前
掲
.

支
那
に
於
け
る
國
際
財
圓
三
五
頁
に
據
る〕

VJ
1
1の
單
f

款
も
亦
、
.白
耳
義
シ
ン
デ
ヶ
丨
ト
借
款
の
場
合
と
同
様
の
理
由
に
ょ
っ
て
、
國
際
借
款
團
に
ょ
っ
て
反
對
せ
ら
れ
た
o 

就
冲
鹽
税
f

を
I

と
し
た
る
點
及
び
龜
特
殊
條
件
中
の
優
先
權
に
就
て
は
強
硬
に
讓
せ
ら
れ
た
0
併
し
乍
ら
支
那
政
府
の
辯 

好t
f

先
と
同
樣
に
借
箭
と
の
交
渉
の
纏
ら
ざ
る
限
り
斯
く
の
如
き
借
款
も
亦

.止

.む
を
得
な
い
と
い
ふ
事
、
若
し
も
借
款
圉
が
支
撕 

の
W
政
上
の
管
理
及
び
馨
に
關
す
る
條
件
を
緩
和
す
る
奮
ば
-
此
種
の
借
f

進
ん
i

棄
す
る
I

ら
ぅ
と
い
ふ
點
に
あ
っ
た
。 

l

ニ
十
四s

ク
リK

ブ

•
シ
ン
ヂ
ヶ
丨
ト
は
借
款
の
中
五
十
萬
管
渡
し
、
英
國
政
府
が
斯
か
る
借
款
の
成
立
を
阻
止
せ
ん
と
し
た

. 

W
も
1#
ら

ず

: M
に
そ
の1

一
日
後
'に
は
五
西
萬
德
の
借
款
を
倫
敦
市
場
に
於
て
謹
し
た
。
だ
が
此
の
借
款
も
亦
結
局
四
圍
S

情
に 

Zも
遂
に
成
罗
を
！̂
ず
し
て
遍
衆
さ
れ
支
那
政
府
は
右
の
シ
ン
デ
ヶ

1
ト
に
與
へ
た
一
切
の
優
先
權
を
解
除
し
.
.て
了
，っ

た

の

で

あ

る

。

.

.
穴

：
'

' 

J

.

装
如
く
單
F

借
款
團
の
活
動
は
結
局
無
効
に
.

終
ら
.

ざ
る
.を

得

歡

阈

際

资

本

活

動

の

協

足

Q

期
間
を
通
じ
て
す
ら
、：
如
何
に
そ
れ
等
の
協
靡
充
分
獨
占
的
の
機
能
を
發
拖
し
得
な
X

の
で
あ
っ
た
か 

を
說
叫
し
て
A

る
。
榻
際
借
款
圈
: 0
成
立
は
確
か
^

.
植

揭

錦

霧

翁

す

，る
.國

僚

橥

翥

活

動

妙

典

型

的

棄

同
|

で
は
ぁ
づ
, 

た
が
.、
そ
れ
は
後
に
見
る
如
く
、
管

に

暫

蒸
I

奪
あ
っ
た
許
り
で
は
：な
く
、
.，
決

し

て

：
一

時

的

な

り

と

も
對
立
と
抗

爭

の

本

質

を

 

,

f

す
る
も
P
で
は
.な
か
つ
た
。
而
し
て
此
事
は
更
に
吾
々
が
借
款
園
内
部
に
於
け
る
國
際
資
本
團
の
利
害
の
，對

立

產

「

國
隙
借
餐」

ミ
米i

 

七
ヨ：：

.

(

七
三

)



し

.

。
 

n

-

l

 , 

„ 

c

b

y

y

‘，

合
に
於
て
一
管
切
瞭
と
な
る
で
ぁ
ら
ぅo,
斯
く
て
そ
の
内

補

壊

に

迄

た

.
の

で

ぁ

る

。
，

 

：:

.

-

.

.

■

/

■

■

 

'

.

■■
 

■■ 

.
 

■
-
.

づ

■*
點
忆
就
い
.

P

先
づ
指
摘
素
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ

I

、：
日
露
兩
國
の
參
加
問
題
セ
I

.
な
る
刺
害
關
寿
保
有
す
名
此
の
：

i
1

大
勢
力
を
除
外
し
て
，”

國
際
寶
團
が
.

最
初
四
國
間
に
締
結
管
れ
た
理
由
枕
、
主
と
し
て
是
等 

•

々
§c

li
l

' c
)

^

'l
-

nfl
;

^̂

の
力
に
ょ
つ
て
、右
の 
一S

國
の
.：獨1

品

勢
力
'

の
伸
長
を
牽
制
せ
ん
と
す
る
”菜

而
し
て
之
を
米
國
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
僳
々
滿
洲
の
經
濟
的
領
域
に
對
し
て
灸
て
た
國
際
的
管
现
の
提
案
が
、
日
露
兩
國
の
頑
强
な 

■

證

' ^

っ
.

て.
:̂

碎
さ
れ
た
癸
失
敗
5

オ
る
の
報
復
的
满
動
を
產
し
、て

愚

：た
の
で
ぁ
务
^
^
^

た
る
の
办
欢
沁
ず
、
孩
地
方
に
於
け
る
將
來
の
投
資
沽
動
に
對
し
て
優
先
權
を
獲
得
す
る
で

^
す
ら
も
企
圖
し
て
居
る0
併
し
乍
ら
迸

 

#

の
颔
_

1

_
大

な

福

将

撖
_

有

ザ

兰

國

と

益

ヵ

女

得

ザ

由

、
道
團
が
变
那
金
土
に
對
す
る
金
融
的
獨
占
を
獲
得

. 

す
：る

缕

何

に

焉

秀

ぁ

る

か

は

、
'、
右
遍
款
の
結
宋
に
ょ
づ
て
も
亦
明
贿
で♦
.つ
$

る

連

國

编

窗

f
然
■

せ
ら
れ
て
席
つ
空

.
■
篇

つ

，て
_
ぃ

。

換

言

せ

灶

、

日

露

兩

國

の

利

^

.

團
4

: #

つ
て
で
-

れ
を
備
壌
せ
し
め
る
か
、
蒞
く
は
之
に
參
_

す
る
と
そ
に
ょ
0

て
:'
^
の
灼
部
か
ら
自
已
の
特
殊
權
益
‘
を

擁

_

す
る
か 

.
ニ
途
の
何
: ^

か
撰
ば
友
.
く
セ
は
な
.

ら
な
か
つ
た
し
、；S

款

圈

に

と

つ

て

は

巧

み

に

兩

國

の

勢

カ

を

舉

制

し

乍

^-
、

何

等

の

保

留

條

件

な

く
し
て
.

^

れ
.

に
；參

部

せ: L

め
.

以
て
金
般
的
に
: ^

款
«

の'
政
策
を
押
し
嫺
め
‘
る
こ
と
が
必
耍
^

^

^

^

.

.

.

.

.

'

^

^
■

寥

圈

と

ー

の

拚

胃

は

ハ

如

上

の

反

對

的

意

見

を

相

互

に

安

德

せ

し

む

る

と

い

ふ

楚

 

.

■
'
、：
日

；露1
國
は
_

隊
忆
對
す
る
划
.入
條
件
と
し
て
飽
く
迄
も
滿
蒙
に
於
け.る
特
：殊
權
益
の
：容

認

を

主

51
し
た

0
露
瓯
距
は

r

本
僻

款

,

.

|善

：上
北
滿
、
蒙

裒

び

裏

那

に

於

け.る
碧
海
の
利
權
及
び
膽
殊
利
益I

損
f

容

:
f七

し

.日
本
も
亦
同
1C

,「

本

借

款

に

：關

聯

す

る

；
一
切
の
作
用

.が
、
，南
滿
洲
及
び
：こ
れ
に_

す
る
東
部
蘭
蒙
1

,
地
域
に
於
I

日 

:本
の
.特
殊
栩
益
を
毀
損
す
る
が
如
き
こ

:<
?

:

な
し」

と
の
事
頊
を
以
て
參
帅
の
條
件
と

.

1
为
0,
然
る
に
四
國
側
は
、
本
借
款
團
は
斯
か
る
政 

:

治
上
I

題

彥

喙

す

可

き

權

能
I

し
な
.t

'
い
'ふ
：趣

由

有
'
_國
|

件
：の
^
 ̂

此
I

交
渉
が
再
一
一
一
繰
返
さ

t

 

十
九
'一'
'ニ

年

證

二

十

日

肇
.つ
.て
漸
^

4

:

の
i

へ
：：

た
揚
合
：に

は

參

を
f

關
係
諸
國
I

选

し

：て
、
：
協

定

か

ら

屢

し

得

管

.

と

い

ふ

權f

保

留

し

，

 

I

I

 至
i

,

一

へ

，

へ

.

K

 

り

.

：

，
へ

: :
^

s
 

S
O
S 

p
v 

a
o
s
- 

o
p 

O
F 

?

-

W
O
^
.
M
O
O
- 

• 

,

:.
!
.

:ノ
：
：
四

國

礬,1
1
1は
兹
に
.至
.つ
て
六
國
借
款
團
と
^
り

、
彥

に

對

す

：る
國
¥

.本
主

義

の

：共

词

麗

は

外

見

上

.で

.s
 

;

見

る
5

つ
た
。
而

もI

兩

國
I

へ
ら
れ
た

如

上.の
保
衝i

の

如

嘉

M
の
本
來
の
繼
を
著
し
く
弱
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
：

つ
た
。
而
も
重
團
內
部
め
對
泣
關
係
は
、•唯
I

日
露
雨
國

と

他
の
四 

:
_奚

の

_

の
■

と
い
ふ
が
如
き
簡
單
なf

 

?
は

家

つ

た
。
.
■

 

:

參

加

諸

调

囊

本

主

：義

的

利 

、$

:

s

lか

つ

た

と

s

ふ

现

證

ょ

つ

て

、
：
借
_

約

藤

す
I

I

I
て

嘉
^

.

i

l

l

 

i

,

 

c
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ー
國
際
借
嶔
P
き
米
國：， 

b六
：

(

七
卞)

た

；:
0
例

：
へ

V

ば
借
款
：の
麻
道
耍
條
件
た
り
且
っ
借
款
締
結
を
遛
延
せ
し
め
た
最
大
.の
原
因
た
名
支
那
財
政
上
の
.監
督
に
關
し
.て
言
，へ
ば
、 

#
!
©は
':
-
»
,
支
那
の
へ一

,般
狀
態：

の
改
善
や
外
國
管
理
fc
對
す
る
猛
烈
な
反
對
運
動
を
考
慮
す
れ
ば
、
8

.

®の
規
定
.を
緩
和
す
る
の
が
至
：
. 

當
で
あ
.る
と
信
じ
た
0
然
る
に
他
の
諸
國
は
此
見
解
に
同
意
す
-る
.こ
と
な
く
>
米
國

0

が

そ

の

財

政

上

：の
，紊

亂

と

國

民

的

破

產

を

：免

れ

る

た

め

に

契

約

す

可

き

負

債

額

の

統

制

、

(2
)
此
の
'目
的

を

有

効

：な

ら

し

む

る

た

め

に

'、 

借
款
の
擔
保
と
し
セ
，提
供
さ
れ
る
歲
入
管
理
の
改
革
、
及
び
(3
)
借
款
於
徒
费
さ
れ
若
ぐ
は
個
人
的
消
費
に
闬
ひ
ら
れ
ぬ
や
ぅ
こ
れ
が
使
：
 

途
を
監
督
す
る
こ
と
、
等
に
存
す
る
旨
を
强
調
し
た
。
其
他
の
.點
に
就
て
見
て
も
、
或
ひ
は
佛
蘭
西
が
、
他
國
の
意
向
に
反
し
て
、
革 

命
中
に
.外
國
人
の
蒙
っ
た
損
害
が
善
後
靈
前
渡
金
中
ょ
り
支
拂
は
る
可
き
と
と
を
主
張
し
つ
、
あ
っ
た

如
き
、
又

露

顏

が

囊

發
 

行
額
は
各
國
每
に
其
の
、高
を
異
に
す
可
き
で
あ
る
と
論
じ
て
暗
に
借
款
の
幽
際
化
に
反
對
し
つ

1
:あ
0
た
が
如
き
、
翥

團
.の
.一.
.致

的
, 

沙
調
を
'*
る
が
如
き
行
動
が
.少
く
は
な
か
っ
た
。
而

し

て

對

支

上

の

利
'*
の
對
立
は
歐
羅
巴
に
於
け
る
政
治
上
の
問
題
と̂
び
#' 

い
；て

更

に

；一

層

の

混

亂

を

里

し

た

。

當

時

の

駐

怫

米

國

大

使

の

.领
信
は
.、，#
蘭

西

の

態

度

が

裳
.の
國
際
化
に
反
對
し
っ
、
あ
っ
た
事 

を
告
げ
、
此
事
は
如
何
な
る
關
係
に
於
て
も
佛
蘭
西
が
獨
逸
と
協
力
す
る
事
を
拒
む
佛
蘭
西
下
院
の
空
氣
を
反
映
す
る

も

.

の
で
あ
る
事 

を
指
摘
し
て
居
る
。
是
等
の
關
係
は
財
政
顧
問
選
任
の
問
題
に
關
し
.て
遺
憾
な
く
暴
露
さ
れ
た
。

「

財
政
顧
問
の
人
物
に
就
て
の
論
爭
中
、 

此
問
題
は
.歐
羅
巴
の
政
治
と
混
同
さ
れ
る
や
ぅ
に
な
っ
たo.英
國
.は
態
度
を
一
變
し
て
怫
蘭.陳
及
_び
露
西
迎
を
支
持
し
た0
そ
れ
は
獨. 

米
を
排
除
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
三
國
聯
合
を
支
那
に
迄
擴
大
せ
ん
と
す
る
努
カ
で
あ
つ
た
？

'獨
逸
は
關
税：

に
對
し
て
も
鹽
税
に
對
し
て 

も
英
國
の
管
理
權
獲
得
に
反
對
し
た
。
他
^
米
國
は
、
交
渉
は
、
純
然
た
る
政
治
問
題
に
ょ
っ
て
停
頃
せ
し
め

H

と
な
く
し
て

促
進
せ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
.

と
い
ふ
こ
と
を
ガ
說
し
て
居
た
o」

3

v

 

_ 

c
i

?〕
3

e
l

d
;

 

o
p
*

 

c
i
t
.

 

P
P
'
S
7
-
9
I
.

斯
く
で
各
國
の
带
國
、ar
義
的
和
害
の
對
立.
は

、

支

那
の提
案
と
六
國
借
款
團
側
の
基
礎
條
件
と
の
一
致■を
妨
げ
、
從
つ
て
借
款
契
約 

•
の
締
結
を
遲
延
せ
し
め
る
有
力
な
る
.原
因
で
あ
つ
た

o

;

米
國
公
使
が
そ
の
報
吿.(

D

中
で
疋
に
適
切
に
言
つ
て
居
るや
ぅ
に
、

「

支
那
を
援 

.
助
す
る
た
め
の
友
I

I

際
的
協
定
と
い
ふ
事
は
最
早
や
問
題
で
；は
な
く
な
：つ
て
7-
づ
た
。
そ
れ
は
被
等
を
の
利
己
的
な
政
治
的 

.:
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
 

>
.共
同
的
：利
害
を
持
つ
た
大
强
國
の.

1

の
結
合
1-
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る0
^
;
>
此
事
は
支
那
の
財
政 

'

總
長
を
し
て
次
の
，如
く
嘆
ぜ
し
め
て
居
る
。

：

「

此
借
款
の
.交
渉
.に
於
て
最
初
は
屨
々
延
期
せ
ら
れ
、
次
に
相
續

5

て
契
約
條
項
の
變
更 

が
行
は
れ
た
。
私
は
實
忙
想
像
も
出
來
な
い
や
ぅ
な
困
難
な
地
位
に
置
か
れ
て
し
ま

0
た
0 

.
外
目
.民
は
我
國
が
債
務
を
支
柳
は
ぬ 

事
を
非
難
す
る
が
、
彼•等
の
.爲
し
.て
居
る
凡
ゆ
：る
行
動
は
同
時
：に
：我
國
の
.供
給
資
源
を
停
止
せ
し
め.、
_

て
#
•

の
債
概
を
亥
拂
ふ 

.
こ
と
を
許
さ
な
いo 

•
又
外
國
政
府)

は
我
國
に
.新
政
府
が
離
立
し
.て
居
ら
ぬ
と
'い
ふ
事
を
非
難
す
名
が
、
彼
等
の
行
動
は
我
國
の
M

M
の 

增
加
を
阻
此
し
、
從
っ
て
我
國.の
進
歩
を
許
さ
办
の
で
あ
る0」

§
:
'是
等
の
多
情
こ
ぞ
支
那
政
府
を
し
：て
屢
々
以
夷
制
爽
P
政
策
に
出 

で
o
め 

>
:又

麗

借

款

圈

と

の

，
契

&

を
無
視
し
て
再11i

單
獨
借
款
の
締
結
を
行
は
し.む
：
る

に

至

つ

だ

た'.
0

而 

し
て
ヒ
れ
を
借
款
團
に
就
，
.て
見
れ
ば
、
不
斷.の
：內
部
的
抗
爭
と
對
立
と
は
愈.ミ

.

激
し
さ
を
加
へ
、
一
.九I

三
年
の
米
國
•の
脫
退
に
ょ
つ 

て
早
く
も
國
際
的
徹
定
の
破
綺
を
世
界
に
公
示
す
る
に
至
つ
た
？
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借

醫

が
_

し

義

岑

_

_

_

_

lふ

蒙

■

む

に
就
住
.し
た
ゥ
ィ
ル
ソ
ン(

1

1

1
月
I

の
I

於
で
、
國
|

款
|

す
.

|
來
|

を

一
變
し
、
米

國

狀

質

持の撤囘したテ議

r

s
蓮

_

領

_

_

讓

0
?パ
：

「

■ゾリ

'ノ
：
、
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.ィ

一.
，
'
.
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「S

簕

若

し

為

麻

府

が

明

冉

i

れ

眞

求

^,
聽

ら

.ば
_

提
榘
さ
れ
た
«

_
下
に
_

霉

參

^

#

S

權
Q

1

Hに
干
渉
す
る
觀
I

を
以
ゼ
、
現
行
政
部
は
縱
令
係
合ひ
I

零

か
、
る
諸
倏

件
^̂

認
め
な
い
-
飯
§

1

の
.

^

加̂
を
i

す
る
こ
と
自
■

含

爹

.
、
窘

のI

.

は

'
現
に
國
力
め

^

^

國

意

識

に

覺

醒

し

っ
V

I
衆
洋
の
ニ
大
國
家
が
財
政
問
題
延W
で
は
政
治
問
題
に
迄■

的
‘に
予
渉
す
る
ど
い
ふ
不
幸
：

な
る
：I

s

.入
I

鼻

り

.
f

 

o薩

修

件

は
_

保
證
の
た
め
_

馨

秕

を

檐

傲

警

時
勢

i

れ

2

つ
I
I

も
の
'で
I

が
、
更
に
そ
の
上
に
外
人
代
理
人
にょ
る
が

4

租
税
の
管

理

す

一
 

斯
か
る

保
證
と
管
理
と
.を
俾

ふ

鑛

1

慂
に
含
ま
^'
る
合
衆

®
政
府
の
塞は

至
.極
明
由
で
ぁ
っ
て
、
我
國

政
府
の
據

っ
て
立
っ
原

則
に
背
反
す
.る
も
の
でぁ

. ；

る
。J(

::
s
;
: 

. 
' 
v

:

,

.

.
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1
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2
5
.

嘗
て
國
際
借
款
團
內
部
に.於
て
、
最
も
.强
く
凌
那
：財
政
上.の
國
際
管
理
を
主
張
し
て
止
ま
な
か
つ
た
米
國
が
、
今
や
掌
を
翻
す
が
如 

く
其
の
所
說
を
變
改_
4、」

斯
か
る
國
際
的
管
理
を€
容
と
す
る
借
款
契
約
施
頊
が
支
那
の
獨
立1

酸̂
.に
干
渉
す
る
嫌
ひ
が
ぁ
り.、
M 

か
る
'行
動
は
米
^
政
策
'0
據
り
所
と
す
る
极
本
原
謂
に
反
す
る
と
い
ふ
尤
も
ら
し
い
'ロ實を以て、.放
て
團
ょ

り

#
退
す
る
に
至 

つ
た
理
出
は
果
レ
て
如
何
な
る
點
に
ぁ̂
た
か
タ
此
^
を
論
ず
る
人
'々
は
座
々
：
こ
れ
が
：源

因

:$
:
或
.ひ
は
.米
國
內
政
上
の
問
題
に
歸
蓍
せ 

し
め
-
.或
^
は
當
時
に
；.於
け
.る
朱
國
資
本
^
義
.の
.直
接
的
利
害
關
係.
.に
：求

め

て

居

る
.
®
^

」

.併
：.し
乍
ら
筆
#
の
.見
.解
を

以

：
て'す
れ
：ば

、.
Cれ 

が
稂
本
的
_

は
'
時

-0
の
經
過
：に
つ
れ
て
次
第
に
明
か
：に
な
り
た
所
.の
_
際
借
款
團
の
.機
能
0
變
質
が
、
最
；
や
米
國
對
支
政
策
の 

甚
調
た
令
所
！̂

戶
開
敗
.の
.原
則
"に
：

一

致
し
.な
く

な

：
つ
た
と
.：い
ふ

點

に

求

む

：可
>

^

で̂
.は
な
い
か
と
思
ふ0
リ
\

旣
に
觀
察
し
來
つ.た
如
，く

國

際

徵

誠
.團
を

涵

じ.て
の
：米
國
の
：對
支
，政

策

ち
 

由
義
活
動
の
.一
繼
續
に
^
ぎ
な
か
つ
た
9
:來
國
找
_

團
の
活
動
の
'範
圍
爻
單
な
る
鐵
道
借
款
：の
範
圓
か
ち
次
第
に
支
那
全
土
の
總
.ゆ 

る

金

觀

係

に

ま

で©|
大
せ
し
：む
-?
»

こ
^

に

於
.̂
、

-1
導

的

役

割

を

演

ず

る

こ

1

亦

出

來

た

0

で

：
ぁ

.る

0

,
支

那

允

政

治

上

0

.

殊

歡

益

 

を
有
せ
ぎ
る
米
國
咚&
つ
：て
は
、
ヮ
§

叢

の

：雲
.の
卞
に
先
づ
：權
益
(0
乎
等
的
分
配
に
參
鼙
し>
:然
る
後
そ
_の
，强
大

で
徐
次
に
他
國
の
；資
本
勢
力

h

對
し
て
吏

配

的

地

位

を

獲

得

；す

る

'こ
^
が
、
'最
も
望
ま
じ
い
帝
國
生
義
的
手
段
で
ぁ
つ
た
。
論 

吏
政
策
上
に
於
け
る̂

戶
開
放
及
.
&機
會
鈞
等
0

則̂
は
站
^
斯
か
渴
帝
國
绝
_
的
利
赛
に
立
»
す
名
も
の
^

 ̂

.

•

.」

.阀
際
.借
款
國」

4
米

國

.「

, 

:

七
.九
.

c

七
九
：V



然
る
に
國
際
借
款
團
の
機
能
は
時
日
の
經
過
に
.從
ひ

 

> 特
に
日
露
兩
國
の
參
加
以
來
其
.の
本
質
を
著
し
く
變
化
し
て
し
ま
つ
た
。
殊 

に
借
款
契
約
の
交
渉
が
遷
延
す
る
に
從
つ
て
、
參
加
國
が
此
の
協
同
機
關
を
支
持
す
る
.理
由
は
次
第
に
借
款
團
本
來
の
目
的
に
遠
ざ
か 

.り
、
.
.各
國
が
そ
れ
ぞ
れ
の
相
反
す
：る
带
國
主
義
的
利
害
に
從
つ
て
こ
れ
t
利
用
せ
ん
.と
す
る
傾
向
が
.进
だ
顯
著
と
な
る
に
至
づ
た
。
日 

露
兩
國
の
如
き
は
、.
'先
に
記
し
た
や
ぅ
に
、
借
款
團
內
部
に
於
て
す
ら
特
殊
な
る
利
益
範
圍

--
(
0保
留
を
暗
默
.の
間

に

承

認

せ

ら

れ

_て
居 

.

.つ
た
。
，.而
し
て
.斯
か
る
事
情
に
よ
.つ
..て
借
款
團
の
.活
動
の
範
圍
も
亦
自
ら
次
第
に
縮
小
せ
ら
れ
た
。

一

九一

三

年一

月
に
於
け
る
協
定 

に
於
：で
は
、
活
動
範
圍
は
專
ら
行
政
上
の
借
款
：

.に
局
眼
せ
ら
れ
、.借
款
團
の
規
約
は「

最
早
や
產
業
及
.び

鐵

霧

款

，に
適
用
せ
ら
れず
、 

碁
.等
の

借

款

は

自

由

競

爭

に

，：向

つ

)
て
開
放
.
.せ
ら
_る
可
き
'こ
と」

が
規
定
せ
ら
れ
た
。
斯
く
て
借
款
團
は

「

棑
池
的
利
權
及
び
特
殊
權
益
の 

:

た
め
に
相
爭
ふ
利
害
に
對
し
て
は
、
：
憐
れ.む
可
き
武
器」(

3

&)

に
：な

：つ

て

し

ま

つ

た

の

；
で

あ

名

。

.
斯
か
る
狀
態
に
：置
か
れ
た
借
款
團
が
、
最
早
や
米
國
の
對
，支
.政
策
遂
行
の
た
め
の
：望
ま
し
い
機
關
で
な
か
つ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。；
 

此
意
味
に
於

，
て
_

際

借

款
團
よ
り
の
米
國
の：

脫
退
は
當
然
の
成
行
で
あ
0
た
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0
併
し
乍
ら
他
方
借
款
團
よ
り
の
_
 

脫
に
よ
つ
て
^
國
は
對
支
投
資
活
動
を
斷
念
し
た
の
：で
も
な
け
れ
ば
、
況
ん
や
對
支
政
策
と
し
て
の
門
戸
開
放
の
原
則
を
放
棄
し
た
の 

で
も
な
か
0
た
。
事
情
は
全
く
之
れ
と
は
正
反
對
で
あ
つ
て
：、
米
國
は
此
の
傅
統
的
政
策
0
遂
行
に
當
つ
て
今
や
協
同
的
作
業
に
よ
る 

よ
り
は
寧
ろ
單
獨
的
活
動
に
よ
る
こ
と
を
以
て
：-
最
も
有
利
と
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
前
揭
ゥ
ィ
.ル
ソ
ン
の
敎
義
の
他
©
_

1

節
は 

此
點
に
就
て
次
の
如
ぐ
述
べ
て
居
る
0 

「

合
衆
國
政
府
は
、
” •我

國

と支
.那
共
和
國

と

の間
の
最
も
廣
巩
且
つ
密
接
な
る
貿
易
關
係
の
增
進
を
熱
望
す
る
0
現

没

府

.±
米
國
の
商

I

f
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一

人

、
、
製

遷

苕

、

,

^

*

者
及
び
技
術
家
の
た
め
^ :

、‘
.

：現
在
彼
等
が
缺
泛
を
感
じ
.て
居
り
且
つ
そ
れ
な
く
し
て
は
彼
等
が
他
の
商
エ
業 

競t

者
.

I
ベ
ー
不
利
に
.
立りベ

あ
ら
^

i

火
.

が
政
府g

義
1

で
.

あ
り
.
、
.
.
且
つ
、
：吏
.

,

の
發
腺
.

に
ょ
0

セ

臂

れ

る

米

國

駕

の
: ^

た
名
實
質
的
利
益
.
で
.

も
|

0
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響

關

谓

門

戶

開

放
-.
0

そ
れ
で
.

あ

り
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此

舊

と

相

法

刹

益

の
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の

念

、

'
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N

e

l

&は

右

の

敎

蘭
.
を
以
.

て「

金
融
％
國
主
義
の
.

懸
引
と
目
的」

と
を
暴
露
し
た
も
の
.

で
あ
.
り

袁

つ「

第

~*
次
ゥ 

r

ル
，
タ
シ.政

府

，

：合

遺

め

金
■

者

よ

り

も

寧

全
^

フ
；
- >

观

評

ル-'
X

居

る
'

: ^〕

X

或

論

者̂

此

の

*

評

を

敷

衍
:.
1

>

_て
,:
-
>
銀

行

資

本

よ

々

.-
%

德

業

廣

本

の
.
支

持

を

ょ

り

多

く

受

け

.て
居

i
j
.

第

、 
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次
ゥA
 

•

ン.
政

肩

か”

國

內

產衆
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へ
の
金.融

を̂
^

脫

退

し.
た
‘

淺

だ
1

明
し
ぼ
ま
る
一
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言ひ與なぃ
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米國の：

「

洛

-%
年
に
於
け
講
顧
養
は

.ニ
詹

1

が
、
他

連

. «
に
;1
?
入
さ
4

た
外
_
資
本
;«
は

. #
啤
澤
億
弗
に
達
し
て
居
た
。
此
事
は
資
木
を
歐
羅
巴
諸
國
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
程
，
 

國

內

に

於

莖

未

だ

產

業

的

發

雜

S

地
が.
充

分

に

幾

さ

れ

.
蕩

た

事

, !
:

震

し

貸

付

資
本
と
し
て
輸
入
せ
ら
れ
た
も

Q

が
、
產 

#

資
鋳
し
て
國
外
菜
の
换
下
.

市

場

是

求

め

り

：衾.雪

在

，.ふ
當
脖
の
'

米
_
資
本
樂
»

の
特
色
を
說
明
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
併 

t

米
國
S

奢

；投

資

市

場

は

薄

ら

：：ラ

テ

忽

，
ア
；

.
メ
，

瘍

國

及.猛

奈
f

あ

宅

「

_
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过
来,
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投

資

ょ

ヵ

も

寧

ろ

貿

易

の

方

面

亡

存

^
た
と
^
ふ
こ
と
が
出
來
る
の
で
多̂
 

:
:
:
へ
.
、

，.
、■'
. 

x

-

:

:

(

27
>
.
:
V
N
e

B.
n
g
'
&
'
:
l
^
e
J
^

,
§
v

i

-
 

■ 

人 

:

#
し
^
ら
右
の
理
由
.に
ょ
っ
て
、
支
那
I
對
す
る
米
國
の
金
融
資
本
的
活
動
の
意
義.を
週
小
に
評
價
す
るAJ

と
は
出
來
な
'い
o
成
る 

.程
米
國
の.

對
支
.投
資
.は
其

の

絕

對

額

か

ら

言

へ

ば

微

：々

た
：る

も

'の
で
は
あ
：っ
た
が
、
そ
れ
：に
も
拘
ら
ず
兹
难
は
米
國
資
本
の
積
極
性
は 

甚
龙
顯
著
で
あ
っ
た
。
来
國
は
旣
：に
資
本
投
下
市
場
と
し
て
：の
支
郝

0

&來
の
役
割
を
認
識
し
始
め
て

」

居
た
。
故
に
領
事
も
外
交
官
も 

,兹
で
は
米
國
資
本
の
道
を
開
く
た
め
に
狂
奔
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
：
此
の
蕻
に
就
ズ
は
滿
洲
に
於
け
る
尨
大
な
る
投
資
的
計
晝
の
.た 

め
_に
米
國
大
金
融
團
の
手
先
、と
な
っ
て
暗
躍
し
た
奉
天
領
雞
ゥ
ィ

ラ
ー

ド

•
ス

ト

レ
，丨
>
を
想
起
す
れ
ば
&
:り
る
で
あ
ら
ぅ
。
國
際
借 

款
團
に
於
け
る
米
國
の
役
割
も
亦
此
點
か
ら
迦
解
さ
れ
ね
ば
な
ち
ぬ
。
米
國
は
此
の
：借
款
團
に
對
レ
て
、
■管
に
政
治
借
款
に
就
て
の
み 

.な
ら
ず
支
那
.の
總
ゆ
る
借
款
に
就
て
の
獨
占
的
權
力
を
保
有
せ
し
め
や
ぅ
と
し
た

の

で

1

0
此
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
固
際
借
款
國
か 

ら
.
.の，米
國
.の
脫
過
を
.
.以
て
~7
.政
^
借
款
に
の
み
投
資
す
る
借
款
團
に*1
入
す
.る
.
と̂
は
，
國
內
金
融
の
圓
滑
を̂
し
、：國
內
.に
於
、け
.る
金
. 

利
を
高
か
ら
し
め
、
産
業
の
發
達
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た

」

.§

が
た
め
で
あ
っ
た
とP

み
斷
ず
る
こ

.と

は

出
双
#
な
い
か
と
思 

”
ふ
：。
斯
か
.：る
純

經

濟

的

の

现

出

が

.全
然
存
し
な
か
0
灰
と
い
ふ
の
で
.は
な
い
。
併
し
乍
ら
米
國
脫
退
：の
根
本
的
原
因
は
、
旣
に
指
摘
し 

.，
た

る

如

く

、
極

東

領

域

.に
於
け
る
帝
國
主
義
的
利#
の
對
立
と
い
ふ
ょ
り
本
質
的
な
る
も
の
\
中
に
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ

る

。

ィ
ァ
レ
.ぐ

(

く
一&
叫5

ヵ
'

プ
國
ゼ
款
團
は「

吏
.那
に
政
洽
的
闘
^

と
顧
土
分
割
の
機
會
;§
:
減

じ」
「

極

東

に

冷

け

る

^

干
の 

帝

國

编

の
,

1

生
ず
る
_

を
最
小
限
に
減
ぜ
し
め
£

の
幸
福
f

て」

：I

っ
た
と
賞
識
し
、
&

の
脫
退
は
此
意
味
に

、
§
'
此
種
の
|見

解

の

と

る

に
''
^

ら

ざ

る

尊

も

亦

自

ら

明

咖

で

あ

る

0'
-
.國
際
的
協
.定
が
國 

際
的
抗
■

議

士

ル

て

差

出

て

來

た

言

に

、
是

等

の

協

奢

の

も

の
l

i

の
始
め
か
ら
分
f

 

l

の
.影

秦

ん

で

居
 

つ

た

の

で

あ

愚

：そ
れ
は
世
界
の
政
治
經
濟
杧
於
け
る
#

國
主
義
的
關
聯
と
い
ふ

榍

0
兩
萌
に
.過
ぎ
^
い

の

で

あ

る
.0

斯
く
て
國
際
1

國
の
變
質
と
こ
れ
ょ
り
の
離

g

に

ょ

っ

て

：

「

_

鄰

取

.せ

ゼ

ず

る

來

國

金

融

馨

の̂:
:心
は
>
此
時
も
亦
實
現

 

さ
ホ
な
力
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
來
國
資
本
が
極
東
で
演
じ
始
め
つ
\
あ
つ
た
主
耍
な
る
役
割
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
は
出
來
た
0
此
役
割

 

は

暮

系

'#
_

配
：せ
ん
，と

努

力

し

て

き

た

日

本

と.の
，圆

霖

益

々
.深
刻

化

を

行

っ

た」

。
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交
渉
^
靡

に
1旦
^
て
波
溯
を
重
ね
た
所
謂
善
後
借
款

(

^

0

隹̂

2
&§
^
0
^
^
 

j

九
一
三
年
四
月
一
一
十
七
日

皇

；っ
て■

に
五
摘
借
款f

玄5

^

^

-

.

「i

 
際 

i

p
 藻

 

八
三 

c

&)
.



. 

.
::
;
-l-
v:
:
.
.-
'
'^;
i:
:
:，
.
.一'
.r̂;
f

i

l

,

:

i

 

s
. 

■ 

t

四 

飞
A'
w

w 

•
■
w
擦
備
软
圈
J
«
米
國 

、

广
/
於

、

-
ゴ
<
證

_
:發

行

歡

奪

崧
M

那
政
莳
の
手
联
八
十
四
を
下
ら
ざ
る

.こ
と
，

,

.r 

.四

、M
M

.

K

.

.讲

.^
四
ト
七
箇
年
と
し
十
箇

^
賭
置
ク
第
十
ー
^

^
ょ
办
償
獨
を‘開
'
^
^
'
.
:
.
”
^
^

.
'部
汉
S

都
を
何
時
IC
.
H
l償
還
ず
^
玄
得
”
v
m丄
三
.十
1

«
前
^

; ^
半
-;
0

. ^
增
^
付
オ
^
を
要
^
^

五
，
擔

保

鹽

税

收

人

ン
，
.

V . 

. 

.
;
: 

:

'

:

.

1,
.. 

:

:

布
の
外
鹽
務
處
の
改
$ ,
R
成
迄
直
隸
、
山
策
、
河
南
反
江
蘇
の
四
翁
は
本
借
款
の
遂
行
に
應
ず
る
に
必
要
な
る
規
矩
の
資
金
を
毎
月
銀
行
に
拂

,
敦

こ

と

を

親

じ

、
：：：

®.
の
狒
込
金.に
對
1!
裏

能

.右
各
省̂
 

父
海
關
收
入

“
？
1拳
の
.徵
仗
费
し
卞
簽
の
規
存
ft
務
を
支
挪
ふ
：.に
：翁

な

る

額i

恶

。る
部
汾̂

.

.

.

.

.

.

.
-
• 
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.
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の
と
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パ
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特

別

條

件.
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■
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,

■ 

.
'
.
'

?:
^

_
政
_
動
黎
嘱
ル̂
^

れ

我

靈

汰

會

辨'の
碧
名
ぁ
る
柃
非
ざ
れ
ば
引
出
す
を
得
ず
。

>
>
.
"

〕

本
^

^
引
出
ば
審
計
處
外
人
，一
謙
傷
監
獲
員
漏
名
：せ

(

る
支
拂
命
令
爵
出
小
切
宇
を
財
團
代
表
诸
に
交
付
し
—

を

…

為
て
0
銀̂
を
引
出
す
べ
.し
'0
-.
.
.
.
^

擔
保
と
し
て
簾
し
成
は
本
借
款
と
同
.

〕

の
選
の
爲
に
邋
を
起
す
場
合
に
は
財
谓f

受

選

糧

を

碑

。

..，

「

本

鐾

て

特

に

指

摘

さ

れ

な

く

て

は

な

ら

ぬ

、て
と
^

'一
«

那$
鹽
政
^
確
立
す
る
-̂-
a

、
做
關
隋
政
.

1
七
て
或
程
度
迄 

鹽
税
の
外
國
管
观
が
行
は
る-\
杧
至
っ
た
こ
^

、

• 

0 

\

)

^ (
滞
®-
に
よ
つ
：̂
借

: #
の
使
’
'(
0!
-
、監
'#
ガ
：行
:|
±
,

る

、
；に

尾

无̂:
い
ふ
點
で 

あ

る
*

' ct
)

鹽
税
管
理
茭
那
政
府
は_
:̂
行
政
の
中
§

襴
と
^
て
邋
1

を
ー
設
け
之
.に
外
八
の
*
高
_

を
辑
聘
し
,
又

镦
^

^

.の
中
§

關
 

と

し

て

屋

總

所
^
阖
き
總
辨c

支
那
人〕

一
名
、
會

赞

文

：̂英

國

入

：任

命

さ

名

>
;—
名

を

以

、て

套

統

理

し

、
各

產

鹽

也

に

.は
稽
核
分
所
を
；
 

設
置
し
て
統
理(

支
绑
人
.

H

名
、
協
理(

外
人〕

一
名
之
を
主
幹
す
る
儘
み
で
、
更
に
徵
收
せ
る
鹽
税
は
財
團
又
は
ぱ
團
の
眾
認
せ
る
预
金
皆 

理
所
に
预
け
入
.？

こ
と
乂
な
つ
た
い

(

5
借
款
使
途
の
監
督
支
那
政
府

.は
會i

檢

奪

の

幻

め

中

夬

に

審

霞

を

設

け

へ

既

に

ル

氣

載

^

^
し

、

コ

各

か

爪

國

人

蹰

問

を

廣

ー

マ 

‘震

員

た

ら

し

め

：、
：
外

に

支

雙

外

國

入

各

ー

：

.名
の
：
外

債

室

長

を

置

き

借

款

«>
使
途
を
監
督
^
し
む
る
と
と
-
な̂
つ
た

。

'■
:

、 

借
款
の
使
途
は
契
約
に
ょ
ク
て
次.の
如
く
萣
め
ら
れ
た
。.'
.
:
.
'

'(

1)

外
僙
に
し
て
期
限
を
過
ぎ
未
だ
償
還
せ
ざ
る
も
の
、
元
利
、
11
扼
賠
償
金
ニ
ー
酉
萬
滕
、'
四
國
幣
制
借
款
前
渡
金
四
ナ
四
萬
七
千
餘
碌
、
白 

R

義
借
款
ー
兀
利
百
ニ
十
六
萬
四
千
六
百
磅
ハ
六
國
借
款
團
前
渡
金
冗
利
六
十
萬
五
千
餘

—

^
西
百
ー
字
1
1;
ハ
千
六
百
萬
膀C

フ
ィ
ー 
’ル
ド 

の
.記
す
所
に
ょ
れ
ば
,
計
四
H

U
十1

萬
七
千
七
百
七
.十
八
磅5
贫
七
片〕

，
パ
：
,

'

/
ド
: 

二 

."

.

(

2〕

各
省
の
起
し
た
外
債
一

1百
八
十.七
蓠
磅
0
'
:
‘
ぃ、
;'
-
;

〉

,、
 

f

0
3〕

近
く
滿
期
に
達
す
る
外
債
、丄
ハ
國
借
澈
團
前
輝
金
首
三
十
五
萬
餘
勝
つ
橫
濱
拒
金
銀
行
借
款
元
利
ニ
十
三
禽
芄
千
膀
;.
1
1!
 

.

.
'の
被
れ
る
損
害
賠
償
.金
掘
算
.ニ
面
截
勝(

之
は
後
に
至
り
減
額
せ
：ら
れ
た

)

0
計
三
百
五
十
ル
莨
茈
チ
萬
餘
礎
9

ィ
ー
ル
，ド
に
.ょ
れ
ば
、

」

替
五 

十
九
萬
ニ
千
#

六
十
三
磅
十
志
三
片)

'

-

'

'
:
:
:

'

バ
4〕

本
借
款
の
第
.ー
年

飢

华

期

に

於

け

る

利

子

六

十

ー

ー

蒗

茧

千

磅

及

ぴ

銀

行

ゆ

取

襄

數

糾

千

五

茛

齡

#

^
六

十
1
1||
'
穴

千
3£
^

磅̂
。

し

へ
：

(

&
0 鹽

政

此

百

萬

腺
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'
■

明

瀹

僻

雇

〜

隹

ノ 

八'
六
、

(

八

六)

. 

.ス
以
上
、
前
揭
書
ノ
支
娜
に
於
け
名
國
際
財
園
'
_ 

H
1

九
！
四I

頁

及

び
系

？ 
o

?
 
O

F p. 

-
8
.に
據
る〕

■
右
に
於
て
翁
.は
れ
る
如
ズ
、'善
後
借
款
に
於
：

b

る
支
那
の
乎
取
金
ニ
千
否
萬
磅
餘
の
中
そ
の
半
分
は
外
債
盤
理
に
充
當

さ

れ

、殘
額

の
中
更
に
半
分
即
ち
丑
百
萬
發
は
鹽
政
改
革
及
び
軍
隊
解
散
費
に
充
用
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
結
局
政
府
，の
利
用
し
得
た
も

の
は
f

反

十

萬

歡
I

ぎ
な
か
■

而

贏

か

I

f

 

■
は
,

^
が

良

已

の

地

也

を

擁

賢

务

め

にi

f

蕩

等
の
た
.め
に
濫
盤
せ
ら
れ
た
も
の
で
き
た
。
斯
く
し
て
結
局
忆
於
て
ホ
借
款
は

J

部
め
外
僙
の
整
理
を
行
っ
た
のみ
で
殆
ど
財
政
の 

改

善

に

寄

澳

す

.る

财
^
な
く
.
4僅
.か
に
，

i

時
の
'涸
渴
を
麓
し
た
'の
'み
で
.霧
散
し
て
しま

：.

っ
た
.の
：
で

あ

る

。

斯
く
の
.如
き
'が
年
餘
の
紛
亂 

せ
る
交
：渉
の
結^
と
し
て
漸
く
に
し
て
齎
ら.さ
れ
た
所
の
、
即
ち
獨
立
借
款
を
排
除
す
る
た
め
の
爭
ひ
、
日
露
兩
國
の

..

參
加
と
米
國Q 

脫
退
、
，財
政
顧
問
獲
得
の
た
め(D
.競
合
ひ
、
財
政
の
管
理
監
督
に
對
す
る
支
那
政
府
の
抵
抗
、
而
し
て
最
後
に
支
那
に
於
け
る
葙
力
な

.
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,
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る
園
黻
の
反
對
等
の
祺
雜
多
岐
な
る
關
係
と
折
衝
ど
に
よ
っ
て
始
め
て
齎
ら
さ
れ
た
所
の
善
後
借
款
の
眞
相
で
耖
っ
た
。
面
し
.て
そ
れ

_

.

.

.

.

.

.

. 

'
• 

. 

• 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

.

. 

-• 

• 

. 
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V.

.

:.
.
.
.
.
.

に
よ
っ
て
支
那
の
獲
得
し
た
所
の
：も
：の
は
果
し
.て
如
何
な
る
も
の.で
あ
っ
た
か
。.そ
れ
は
資
本
主
義
諸
强
國
に
よ
る
經
濟•財
政
•
政
治 

上
の
千
涉
の
よ
り一

骚
の
深
化
と
、
斯
か
る
多
額
の
借
款̂
其

の

利

子

去

を

支

拂

ふ

た

め

に

、

長
年
月
に
一
旦
，
っ

.て
支
那
の
.民

衆

に

課

せ 

ら
れ
た
る
苛
1!
1
な
る
負
擔
と
で
あ
0.
た
0
是
攀
の
事
情
に
よ
っ.て
支
那
：は
自
^
の
經
濟
的
發
放
の.た
.め
の
主
導
カ
を
喪
失
し
、
段
衆
の 

胡
乏
化
は
其
の
極
に
達
し
た.の
で
あ
る
。
 

.

艽
厕
借
款
圃
は
國
際
資
木
主
義
的
對
立
の
破
肩
た
る
世
界
大
幾
の
勃
發
に

よ

っ

て

、

事

實

上

崩

壤

し

て

し

ま
0
た
:0

併
し
戰
後
に
於 

て
、
米
國
の
金
融
資
本
勢
力
の-at
界
的
制
覇
が
成
る
：に
及
ん
でV
.來
國
政
府
は
モ
ル
；ガ
ヤ
財
團
似
下
运
十
六
の_大
金
融
團
體
の
支
持0

下
に
、
日
•
英
•
俳
のm

筒
國
％
慫
慂
し
て
對
支
新
四
國
借
款
團
の
成
立
に
成
功
し
た
。
國
際
借
款
は
支
那
の
獨
立
行
政
權
に
干
渉
す
る 

も
の
で
あ
る

と

い

ふ

盯
實
を
以
て
、
嘗
て
六
國
借
款
團
か
ら
腺
退
し
た
米
國
は
、
今
や
新
し
き
國
際
’資

本

主

義

的

勢

力

關

係

.の
下
に

於 

て
、
..
國
際
亚
_

の
请
淑
を
見
都
に
塗
り
替
へ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
：る
。
だ
が
極
東
に
對
す
る
來
國
帝
國
主
義
の
政
策
の
木
質
が
奈
邊
に 

#

し
た
_か

を

理

解

し

來

つ

た

晋

々

.
に

と

0

て
は
、
.來
國
が
戰
後
そ
の
强
大
な
る
金
融
資
本
勢
力
を
以
て
再
び
支
那
に
對
し
て
積
極
的
活 

動
を
開
始
す
る
に
至
:.
0
た
こ
.と
は
、：

豫
定
の
行
動
と
し
.て
毫
も
怪
し
む
理
由
を
持
た
な
.い
の
で
あ
.る
。
筆
衮
は
次
の
機
會
を
俟
つ
て
此 

事
情
を
詳
論
す
る
こ
と
に
し
や
ぅ
。 

..

最
後
に
本
論
の
龅
圍
闪
に
於
て
、
國
際
借
款
團
■の
重
要
な
る
協
定
に
參
加
し
た
各
國
の
财
團
に
就
て
の
表
を
揭
げ
て
置
か
ぅ
o

X
印
は
各
國
財 

團
に
於
て
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
も
の
、|

印
は
單
な
る
參
加
.財
團
を
示
す
？
米
國
に
X
印
を
缺
く
の
は
—
團
と
し
て
共
同
的
に
1

し
た
事
を 

意
味
す
る
。
年
月
日
は
協
®
の
時
日
o
本
表
は
；
p
s:
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附
記
..
本
稿
は
旣
に
本
誌
に
掲
載
せ
ら
れ
た
拙
稿

「

ジ
日
ン
•
へ
.ィ
の『

門
戸
開
放』

宣
言
.，(

ー
九
三
3
年
1
1月
號)

及
び「

滿
洲
に
於
け
る 

『

卵
外
交』

.の
發
端J(

1

九
三
三
年
七
月.號
い
の
續
編
を
成
す
も
の
で
あ.つ
て
、

「

突
那
に
於
け
る
ア
メ
リ
力
帝
國
主
義

」

研
究
：の
一
部

である

*
(

1
九
三
彐
丨
H

T
ニ
三
稿foi

n

^

i

n

.S&teH

:

客
觀
的
儐
、
値
論
批
判

^

"

:

"

.

.——

特

に

オr

ペンハイ

.マ

ー

の

儐

値

論

——

：
V

.

氣

.

質

 

_

:

H

經
濟
學
上
の
價
値P
CO
任
務
は
各
種
財
貨
の
，
.交
換
關
係
を
状
定
す
る
事
情
を
究
明
す
る
こ
と
に
在
る
。
即
ち
今
或
財
貨
の

J

定
量
が 

他
の
或
財
貨
の
X
量
又
は
y
量
と
交
換
さ
れ
る
と
，す
れ
ば
、
其
財
貨
沢
其

 

>量
^
は
7
量
丈
け
の
..購

買

能

ヵ

即

ち

交

換

價

値

を

獲

得

す 

る
に
至
づ
た
の
は
何
故
で
あ
るか
、

ii
n

f n
j

な

る

事

情

が

.斯
く

く

の
交
換
比
率
を
各
財
貨
に
對し
て
赋
與
す
る
の
で
あ
る
か
の
疑
問
を 

解
く
こ
と
が
價
値
論
の
生
要
任
務
で
あ
る
。
此
問
題
解
決
の
爲
に
捧
げ
ら
れ
た
る
文
歎
は
殆
ど
無
數
と
云
つ
て
ょ
く
、
其
見
解
も
亦
.詳 

細
に
分
撕
す
れ
ば
千
差
萬
別
の.有

様

で

あ

る

が

、

今

日

で

は

各

學

說

の

，基

本

的

特

質

.を

ニ

つ

に

大

別

し

て

j

を
主
觀
生
義
の
懷
値
論
、 

_
を
客
觀
主
義
の
價
値
論
と
爲し
、
從

來

の

大

部

分

の

價

’
他

學

說

は

其

何

れ

务

一
.方
，に
編
入
せ
ら
れ
る
が
常
で
あ
る
。
前
背
は
交
換
價 

俯
決
定
の
原
因
>
し
て
主
觀
'̂
耍
素
を
强
調
す
：る
も
の
"
後
者
は
之
上
反
對
比
客
觀
的
要
素
を
强
調
す
る
も
.の
、
謂
で
あ
る
。

主
観
的 

價
値
論
を
主
張
する
親
代
の
代
表
的
學
說
は
所
謂
る
限
界
效
用
學
說
、
客
觀
的
廣
値
論
.を

代

表

す

る

代

表

的

理

論

は

古

典

舉

派

，の
生
產 

費
學
說
で

あ

る

。

最
近
に
茧
つ

て

兩

者

を
r r

«

し

、

又
せ
之

を
包
括
す
る
所
の
祈
衷
生
義
或
は
ニ
元
論
と
稱
せ
ら
る
、
贋
値
學
說
が
あ 

咎
觀
的
價
値
論
批
调_ 
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